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【資料紹介】紙札「走り大黒」

三代　綾（日野市ふるさと文化財課）

　はじめに

　南平・A 家の資料を整理しているとき、一つの木箱が

ありました。その木箱は約縦 12 ㎝×横 21 ㎝×高さ 9㎝

の箱で、神仏関係のお札入れであると考えられます。た

だ、他の木箱と異なるのは 10 ㎝ほど開いている点です。

中に何か入っている、もしくは中に貼り付けられている

と思い、ピンセットを伸ばし、慎重に探りました。する

と、紙に包まれた 1枚のお札が出てきました。現代にも

通ずる、可愛いらしい姿が刷られた「走り大黒」でした。

　１、走り大黒とは

　大黒と聞くと小槌を持ったひげの男性を想像します。

かろうじて背負う袋らしき輪郭が見えますが、走り大黒

は別の神にみえます。長沢利明氏の研究によると、これ

はむしろ、はっきりと刷られないことにより、神秘的な

雰囲気を狙ったものと解釈されています。同氏によると、関東地方やその周辺地域でみられる

走り大黒は掛軸が多いとされていますが、南平・A家のものは護符（紙札）の形です。

　走り大黒は栃木県の日光が起源といわれますが、伝承は少しずつ異なります。例えば、天保

8 年（1873）植田孟縉「日光山志」によると、かつて日光の中善寺に城華坊という僧侶がいま

した。毎年秋になると、一匹の鼠が粟稗の穂を咥えて奉納することを不思議に思い、なぜこの

ような山の中で粟稗を作るのかと、鼠の足に糸を付けて後をつけると、人家があったのでそこ

を「足尾」と名付け、この鼠を崇めて大黒天と祀りました。走りは「波之利」「かよひ海上安全」

ともいわれ信仰されました。

　同じく『譚海』によると、かつて走り回る霊験あらたかな走り大黒がいました。これは昔、

中禅寺に鼠が出て経の類を食い破って害をなしたので、その鼠を追うと、下野のあしほまで逃

げました。鼠の足に尾を付けて捉えたら死んだので足尾と名付け、その鼠の死骸を黒く塗ると

大黒天が現れたといいます。

　このように鼠を追うと何かを見つける点は共通らしく、「走り」は鼠のような素早い動きを

表していると考えられます。
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　２、走り大黒の効果

　伝承にあるように、何かを見つけることに長けている神のようです。長沢利明氏によると、

家出人・駆落ち・夜逃げ・浮気封じ・事業成就・土中安全・安産・盗難除けに使われたと紹介

されています。

　願い事をするときには、約束事があります。走り大黒の画像を逆さまにして足（あるいは背

中）に針を刺し、1 週間そのままにするそうです。足止め・走人（逃げる人）・家出人・尋ね

人のときには対象者が男なら左、女なら右の足に縫針をさし、他人に知られないように日数を

限って祀るといいます。例えば、花柳界などで走人があると、走り大黒の画像の脚部に縫針を

差込み、逆さに掛けて置くと、走人が途中で足を病んだり、行き悩むことがあってすぐに発見

されるとのことです。針を刺しておくというのは、藁人形の五寸釘にも似ていますが、走り大

黒の場合は対象が戻ることを願っている点が特徴といえます。

　また、走り大黒にはもう一つの方法があります。これには針を使いません。海上安全、水難

防止、円タクの商売繁盛のほか、安産にも効果があるといわれていたそうです。お産のときに

は茶碗に清水を汲み、この画像を水鏡に写してその水を産婦に呑ませた後、画像を腹帯の中に

抱かせ、朝夕安産を祈るといいます。この場合には針は登場せず、流産せずにおなかの中に「留

める」という祈りが込められています。出て行きそうなもの・出て行ってしまったものを元の

形に留めておくという目的であることがわかります。

　３、南平・A家の走り大黒

　さて、南平の走り大黒をよく観察しますと、以下の点がわかりました。

　１点目は、紙の形状です。左下から右上にかけ、和紙特有の毛羽がみられます。対して、左

側から上部の大半は、何か鋭利な刃物で切った跡がみられます。毛羽が出ている部分は、水に

濡れ、すぐに乾いた可能性も出てきました。

　２点目は、針の穴がみられない点です。画像の足元もきれいです。刷り方も、長沢氏が紹介

したパターンの一つに当てはまります。

　南平・A 家でどのような願い事をしたのかは想像の域を出ませんが、針の跡が全くない事か

ら、海上安全や安産祈願が考えられます。前者が想定される理由の一つとして、南平・A 家寄

贈の巨大な社の中には手書きの紙札がみられ、そこに海軍に所属していた人の無事が祈願され

ていたからです。

　ふるさと文化財課では、日々このような作業を行なっています。
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